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【卒業論文要旨】 

 南太平洋のポリネシアに属するトンガ王国は、南太平洋で唯一の王国であり、ヨーロッパ諸国からの植民地

化を免れた唯一の国である。このトンガでは、近代化に伴い 1960 年～1970 年代以降、トンガ人の海外移住と

母国送金の重要性が高まり、国技であるラグビーの選手もグローバルマーケットの中で重要な人的資源となっ

てきた。そして、現在は彼らの移住先として日本も注目されてきている。まず 2 章では、かつて海外出身選手

に対して閉鎖的であると言われてきた日本ラグビー界が、海外出身選手をどのように受け入れてきたのか見て

いく。３章では、トンガ側の背景を辿り、移民や送金の実態を見ていく。そして４章では、日本で生きるトン

ガ出身ラグビー選手が、どのようなきっかけで来日し、その後どのような生き方をしているのか見ていく。 
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表 1 日本の企業チーム所属選手数 

 (北原（2010 年）・雑誌『エイティ・ミニッツ日本ラグビー応援ムック』（2020 年）を基に作成) 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2  2006 年～2019 年の在留トンガ人数推移 (在留目的別) 

（法務省「在留外国人統計（旧登録外国人統計）統計表」を基に作成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 トンガ王国 GDP 総額当たりの送金総額 
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トンガ王国 GDP総額当たりの送金総額

GDP総額 送金総額

年 海外出身選手総数(人) トンガ王国出身選手数(人) 

1978 2 0 

1987 4 2 

1990 9 2 

2000 96 17 

2010 104 20 

2020 249 35 

図 1 トンガ王国 

（長戸氏「133-トンガ王国経済と海外送金」（トンガ王国準備銀行・アメリカ移民政策研究所から引用） 

 



表 3 年別 GDP あたりの送金流入（％）（世界銀行の報告を基に作成） 

 

 

 

表 4 日本ラグビー界の年表（日本ラグビーフットボール協会日本ラグビーデジタルミュージアムを基に作成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表 5 トンガ王国の年表 

（『オセアニア島嶼国と大国』・『オセアニアを知る事典』・「国際機関太平洋諸島センター 各国情報_トンガ」・『新版 世界各国史

27 オセアニア史』・「トンガ王国憲法と民主化運動」・『トンガの文化と社会』・駐日トンガ王国大使館 Facebook を基に作成） 

 


